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横浜山の会 2019 年 9 月号会報 第 666 号 

北八ヶ岳：白駒池 高見石 五辻 

◆日程 2019年 7月 30日 (火)～8月 1日 (木) 

◆メンバー L : 渡辺 豊 

テント泊でゆったり山行を計画した。 

目的 ①テント泊を味わい、星空に夏の大三角形を探す。 

②北八ヶ岳の風景や動植物を観察する。 

③ロープウェイ山頂駅から麦草ヒュッテまでの冬道を確認する。 

7月 30日(火) 天候：晴 

 テントとバーナー  隣に単独行の女性がテントを張った。チョットワクワクした。張り綱

の設置に手間取っている様子なので、小さな石に巻いてから大きな石で押さえるとラクですよ

とアドバイスした。日比野さんに教わった方法だ。黒部源流遡行の時、双六小屋のテン場で 

目から鱗のできごとだった。 

 テントで休んでいると隣の女性に声をかけられた。オオイニワクワクした。「バーナーの火が

点かないんですけど見ていただけますか。」自動点火装置付きのバーナーだったが調子が悪そう

だったので、ライターで火を点けた。「ライターで点けるんですか？」と驚かれてしまった。ラ

イターで点けちゃいけなかったかなとオオイニウロタエタ。 

 コケ  セイタカスギゴケ（セン類スギゴケ科） コセイタカスギゴケ（セン類スギゴケ科） カギカモジゴ

ケ（セン類シッポゴケ科） フウリンゴケ（セン類スギゴケ科） ホソバミズゴケ（セン類ミズゴケ科） ヒノキ

ゴケ（セン類ヒノキゴケ科） ムツデチョウチンゴケ（セン類チョウチンゴケ科）  ナガサルオガセ（地衣

類サルオガセ科） 

 トンボ  アキアカネ（トンボ科アカネ属）～いわゆる赤とんぼ 秋には平地におりてくる ルリイトトンボ 

（イトトンボ科ルリイトトンボ属）～際立つコバルトブルー 

 樹木  トウヒ（マツ科） オオシラビソ（マツ科）  シャクナゲ（ツツジ科） チョウセンゴヨウ（マツ

科） シラビソ（マツ科） コメツガ（マツ科） ナナカマド（バラ科） ネズコ（ヒバ科） ハクサンシャク

ナゲ（ツツジ科） サラサドウダン（ツツジ科） コヨウラクツツジ（ツツジ科） シャクナゲ（ツツジ科） 

シラビソ（シラベ）とオオシラビソ（アオモリトドマツ）だけの山が縞枯れ現象をおこす～故に縞枯山はシラベとアオモ

リトドマツだけの山といえる 

 花  ヤマオダマキ（キンポーゲ科） ゴゼンタチバナ（ミズキ科） ハクサンフーロ（フウロソウ科） ア

ヤメ（アヤメ科） バイケイソウ（ユリ科） ハリブキ（ウコギ科） ツマトリソウ（サクラソウ科）ミツバオー

レン（キンポーゲ科） テガタチドリ（ラン科） オトギリソウ（オトギリソウ科） 

 鳥  ウグイス（ウグイス科） ホトトギス（カッコウ科） シジュウカラ（シジュウカラ科） ヒガラ（シ

ジュウカラ科） ルリビタキ（ヒタキ科）  メボソムシクイ（ムシクイ科） 

CT：自宅 6:00‐茅野 9:30‐青苔荘テン場 11:05/12:00‐高見石 13:05/13:40‐ 

白駒池 14:30‐青苔荘テン場 14:50 

 

7月 31日(水) 天候：晴 

 夏の大三角形  午後 8 時 30 分。青苔荘テン場の真上に夏の大三角形が見えた。低く白

駒池のすぐ上には橙色に浮遊する土星。この日鎌倉市大船の共学高校山岳部が合宿で来ていた。

先生が夏の大三角形の説明をしている。きっと一生の思い出になることだろう。「私、高校の合

宿で夏の大三角形を見たんだよ。」織姫や彦星や土星や星たちが高校生を見守っていた。星々か

らの光線が生徒たちに降り注いでいた。 

個人山行 
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CT：青苔荘テン場 4:00/5:00‐麦草峠 6:00‐大石峠 6:30‐出逢いの辻 7:15‐ 

五辻 8:25‐ロープウェイ山頂駅 9:10/9:35‐五辻 10:20‐出逢いの辻

11:05‐国道出合い 11:15‐（国道南側登山道）‐麦草ヒュッテ

12:25/12:50‐青苔荘テン場 13:40 

8月 1日(木) 天候：晴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 青苔荘  青苔荘の主人は山浦清。平成 19 年に苔の観察会を初めてやった。講師に日本

蘚苔類学会会長も務めた樋口正信を呼んだ。参加者はゼロだった。山浦清は周囲に呼び掛けて

「北八ヶ岳苔の会」をつくった。メンバーは青苔荘、白駒荘、麦草ヒュッテ、白駒池駐車場（森

林組合）だ。樋口正信は白駒池周辺の苔の森を「日本の貴重な苔の森」に推薦し認定された。

日本で 7番目の事だった。今では苔の観察会には大勢の人が参加する。山浦清と樋口正信は大

忙しだ。 

テン場の受付を済ませ明日の天気をたずねると「大丈夫だね。ヤリは降ってこないから。」 

山浦清はどこまでもおおらかだった。   (記：渡辺 豊) 

CT：白駒池一周 6:00/6:50‐テント撤収 7:50‐白駒池湖畔 9:00‐白駒の池バス

停 11:08‐茅野 13:39‐八王子 15:10‐鴨居 16:05‐自宅 16:40 

 

東天狗   西天狗    横岳  赤岳  中岳  阿弥陀岳 権現岳 編笠山 西岳 

「駒鳥の池」2019-07-31 


